
＜ペットブーム健在＞

ペットブームという言葉もやや色あせた感があ

るが、決してブームが去ったわけではない。ペッ

トに関する正確な実態は把握されていないが、公

的統計である「畜犬登録頭数等調査」によると、

1980年に317万8,970頭だったものが、1998年には

544万7,240頭にまで増加している（図表1）。もちろ

ん、この数字は犬についてのもので、かつ実際に

登録されている数だけであるが、2000年6月に行

われた総理府の調査によれば、全体の36.7％と、4

割弱の人が何らかのペットを飼育しているとされ

ている。こうした数字は、ブームという言葉が不似

合いなほど私たちの生活に定着したことを示して

いるだろう。

こうしたことを反映して、生体、ペットフード、ペ

ット関連サービスの主に3つからなるペット関連市

場の規模も、数年後には1兆円を超えることが見

込まれている。「ペットフード」「愛がん動物・同用

品」に関する世帯あたりの支出額について見ても、

1980年には1世帯あたり6,006円（園芸品・同用品

も含む）であったものが、1990年には7,884円（園

芸品・同用品は含まず、以下同）となり、1999年に

は1万4,579円にまで一貫して増加していることが

わかる（図表2）。

＜都会でのジレンマ＞

ペットを飼う理由や意義は人により様々だろう

が、前述の総理府の調査によれば、その良い点と

して、「生活に潤いや安らぎが生まれる」を挙げた

人の割合が51.2％と最も高く、以下、｢家庭がなご

やかになる｣（42.5％）、｢子どもたちが心豊かに育

つ｣（40.6％）と続き、いずれも生活の豊かさにつ

ながるものとしてとらえられているうえ、おおむね

大都市ほどその傾向が強くなっている。一方、ペ

ットを飼わない理由としては、「十分に世話ができ

ないから」、「死ぬとかわいそうだから」という理由

に続き、「集合住宅であり、禁止されているから」

があがっており、この傾向も大都市ほど高く、以前

の調査（1983年）よりも伸びている点が特徴的で

ある（図表3）。つまり、都会ほど、飼いたいのに飼

えないというジレンマを抱えているということになる。

＜期待したいまちづくりへの視点＞

昨今の、ペットロボットやキャラクター成長型の

ゲームや玩具への着目は、こうした背景があるの

かも知れない。とはいえ、少子高齢化や核家族化

の進展は、ペットへの期待をますます高めており、

これまで以上に動物との共生のあり方が問われる

ことは間違いないだろう（図表4）。政府は、26年

ぶりに法律を「動物の愛護及び管理に関する法律」

へと改正し、これまでの保護から愛護への視点転

換を行うと共に、飼い主、動物取扱業者、行政そ

れぞれの責任や役割を明確にした。しかし、今後

より重要となるのは、ペットとの共生を考慮した

住宅はもちろん、公共施設や公的空間などのあり

方についての視点である。上記のような社会状況

と必要性をかんがみれば、さらに踏み込んだ具体

的な施策や取り組みが望まれよう。西欧の街並み

がそうであるように、動物が都市生活にとけ込む

ようなまちづくりを期待したい。

LDI WATCHING

36 LDI REPORT
2001. 2

都会でのペットとの共生
研究開発部

宮垣 元



2,000

3,000

4,000

5,000

6,000
（千頭）�

（年）�

（％）�

図表1　蓄犬登録頭数の推移�

1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998
資料：厚生省「畜犬登録頭数等調査」（「衛生行政業務報告」各年版）�
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図表2　家庭におけるペット関連支出の推移�

1980 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999
注：1980年は「園芸品・同用品」を含む�
また、1996年からは「ペットフード」と�
「その他の愛がん動物・同用品」をそれぞれ調査�
資料：総務庁統計局「平成11年版 家計調査年報」（2000年5月）�
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図表3　ペットを飼わない理由（複数回答）�
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図表4　少子高齢化や核家族化の進展とペット飼育に関する意識（複数回答）�
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